
 

 
 

株式会社 百十四銀行  高松市亀井町５番地の１  TEL 087-831-0114（大代表） 

２０２１年 ７月 １日 

 

News Release

 

 

香川県内の官民連携強化による案件形成を促進！ 
 ～『第３回かがわＰＰＰ／ＰＦＩ地域プラットフォーム』を開催します～

 

百十四銀行（頭取 綾田 裕次郎）は、香川県、高松市、日本政策投資銀行（代表取締役 渡辺 一）と    

連携し、香川県内の地方公共団体関係者さまを対象に『第3回 かがわPPP/PFI地域プラットフォーム』を開

催しますのでお知らせします。 

 

本件は、香川県内における官民の連携を強化して、PPP/PFI 手法を取り入れた案件形成を促進する目的で

内閣府から支援を受けて立ち上げた地域プラットフォームです。また、2021年4月に内閣府および国土交通

省の『PPP/PFI地域プラットフォーム協定』の認定を取得しました。 

当行は、今後も民間事業者の皆さま及び香川県内の地方公共団体関係者の皆さまと連携し、地域社会の課題

解決に取り組んでまいります。 

記 

【開催概要】 

 

 

 

 

 

名  称 『第3回 かがわＰＰＰ／ＰＦＩ地域プラットフォーム』 

開催日時 2021年7月15日（木） 13：30～16：00 

開催場所 オンライン（Zoom）形式のみ 

対 象 者 香川県職員・香川県内の地方公共団体の関係者 等 

内  容 

 

１．講演 

  『 鳥取市におけるＦＭ推進とＰＰＰ（公民連携）の必然性 』 

   鳥取市 市民生活部 協働推進課 課長補佐 宮谷 卓志 氏（国土交通省PPPサポーター） 

【経歴】 

・1998年鳥取市役所入庁、2013年財産経営課（ＦＭ担当）に配属 

・2018年 国土交通省PPPサポーターに任命、2020年 協働推進課に配属 

【活動実績（中心的な役割を担ったPPP/PFI事業等）】 

・鳥取市独自の「PPP導入検討指針」の作成、導入 

・民間ノウハウを最大限に引き出すため「随意契約保証型民間提案制度」を構築 

 

２．講演 

『ＰＰＰ／ＰＦＩの特色ある事例とＤＢＪの取組みのご紹介』 

  株式会社日本政策投資銀行 PPP/PFI推進センター 小圷 秀一 氏 

 

３．講師との個別意見交換（事前予約制） 

１団体あたり5分程度の交代制 

 

主催・後援 
主催：百十四銀行（代表事務局）、香川県、高松市、日本政策投資銀行 

後援：内閣府、国土交通省 

申込方法 

当行より各地方公共団体へ直接ご案内しております。 

詳細については、地域創生部 地域創生グループ 片山・大森（担当）まで 

お問い合せください。（電話087-836-2985） 



【ご参考】 

 

１．かがわＰＰＰ／ＰＦＩ地域プラットフォーム概要 

正式名称 かがわPPP/PFI地域プラットフォーム 

代表構成員 株式会社百十四銀行（運営代表）、香川県、高松市、株式会社日本政策投資銀行 

設立年度 2020年度  ※2021年4月に内閣府・国土交通省より協定プラットフォームに認定 

 

２．活動実績 

・下記記載のセミナー（勉強会）ならびに官民対話を実施 

開催日 名称 概要 

2020年 

11月11日 

PPP/PFI勉強会 

 

主な内容 PPP/PFIの概要、地方公共団体からの先進事例の紹介  

講師 愛知県岡崎市、富山県富山市 他 

参加者 香川県内の地方公共団体の職員 

2021年 

1月21日 

第1回  

かがわPPP/PFI 

地域プラットフォーム 

主な内容 地域におけるPPP/PFIの推進、地域企業の取組み 他 

講師 内閣府、公共R不動産、酒部建設株式会社（愛知県）他 

参加者 香川県内の地方公共団体の職員、民間事業者 

2021年 

2月19日 

第2回 

かがわPPP/PFI 

地域プラットフォーム 

主な内容 官民対話（サウンディング）他 

案件 高松市都市公園におけるPark-PFI導入検討案件  

参加者 香川県内の地方公共団体の職員、民間事業者 

2021年 

7月15日 

（今回） 

第3回 

かがわPPP/PFI 

地域プラットフォーム 

主な内容 鳥取市におけるFM推進とPPP（公民連携）の必然性 他 

講師 鳥取県鳥取市、株式会社日本政策投資銀行 

参加者 香川県内の地方公共団体の職員 

 

 

【ＰＰＰ／ＰＦＩ・ＦＭとは】 

・ＰＰＰ（パブリック・プライベート・パートナーシップ）は、公民が連携して公共サービスの提供を行うスキーム 

・ＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）は、ＰＰＰの代表的な手法で、民間の資金やノウハウを活用して行うスキーム 

・ＦＭ（ファシリティマネジメント）は、企業・団体等が保有又は使用する全施設資産などを経営戦略的視点から総合的かつ統括的に企画、管理、活用

する経営活動 

 

以上 

 



 第3回かがわPPP/PFI地域プラットフォーム 
開催のご案内 

（香川県内地方公共団体関係者 対象） 

【お問い合わせ先・参加申込先】 

株式会社百十四銀行 地域創生部 (担当: 大森) 

TEL: 087-836-2985 E-mail: koumu@114bank.co.jp 

 百十四銀行、香川県、高松市、日本政策投資銀行では、香川県内におけるPPP/PFI手法を取り入れた案

件形成を推進するため、PPP/PFI事業に対する意識の醸成や基礎知識の習得、具体的な案件形成に向けた

官民対話を継続的に行っていく場として『かがわPPP/PFI地域プラットフォーム』を2021年1月に設置しました。ま

た、同年4月には内閣府・国土交通省より『PPP/PFI地域プラットフォーム協定』の認定を受けました。 

 今回開催する第3回かがわPPP/PFI地域プラットフォームでは、香川県内の地方公共団体関係者を対象に、

PPP/PFI事例や先進地方公共団体での案件形成事例などを通じて、PPP/PFI事業に対する理解促進や機運

醸成につなげることを目指しています。皆様のご参加をお待ちしております。 

2021年7月15日(木) 
13:30-16:00 

―開催プログラム― 

参加対象 香川県内の地方公共団体の関係者等 

開催形式 オンライン（Zoom）形式のみ（申込〆切  2021年7月8日（木）17時） 

申込方法 裏面の必要事項を記載の上、お問い合わせ先のE-mailまたはFAXにてお申し込みください。 
※ ご不明な点等ございましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

参加 
無料 

【主催】 百十四銀行、香川県、高松市、日本政策投資銀行 

【後援】 内閣府、国土交通省 

  『鳥取市におけるFM推進とＰＰＰ（公民連携）の必然性』 

鳥取市  市民生活部  協働推進課  課長補佐  宮谷  卓志  氏（国土交通省PPPサポーター） 

 ※FM：ファシリティマネジメント 

【経歴】 

 1998年鳥取市役所入庁、2013年財産経営課（ＦＭ担当）に配属 

  2018年 国土交通省PPPサポーターに任命、2020年 協働推進課に配属 

【活動実績（中心的な役割を担ったPPP/PFI事業等）】 

・鳥取市独自の「PPP導入検討指針」の作成、導入 

・民間ノウハウを最大限に引き出すため「随意契約保証型民間提案制度」を構築 

・サウンディング型市場調査を通じて従来型からＰＰＰへの事業手法の転換 

・保養施設の売却、ネーミングライツ、施設一括委託 など 

 

講演① 
13:35~14:45 

 『ＰＰＰ／ＰＦＩの特色ある事例とＤＢＪの取組みのご紹介』 

株式会社日本政策投資銀行   PPP/PFI推進センター 小圷 秀一 氏 

講演② 
14:55~15:40 

講師との個別意見交換（事前予約制） 

1団体あたり5分程度の交代制 ※Zoomのブレイクアウトルーム機能にて対応 

        

個別意見交換
15:40~16:00 



E-mail: koumu@114bank.co.jp 

FAX送信先：087-813-1417 
 

百十四銀行 地域創生部（担当：大森） 宛 
 

「第3回かがわPPP/PFI 地域プラットフォーム」参加申込書 

団体名 

参加者名 部署・役職 個別意見交換 希望の講師 連絡先番号 E-mail（必須） 

１．希望する 

２．希望しない 

１．鳥取市 

２．日本政策 

  投資銀行 

１．希望する 

２．希望しない 

１．鳥取市 

２．日本政策 

  投資銀行 

１．希望する 

２．希望しない 

１．鳥取市 

２．日本政策 

  投資銀行 

１．希望する 

２．希望しない 

１．鳥取市 

２．日本政策 

  投資銀行 

 

 

 

 

 

 

 

※事務局からのご連絡の手段として、必ずE-mailの記載をお願いします。 

※個別相談を希望する団体が複数の場合、面談の順番は事務局より後日ご連絡させていただきます。 

【社名・団体情報及び個人情報の取り扱いについて】 

 本申込書にご記載いただく社名・団体情報及び個人情報については、かがわPPP/PFI地域プラットフォームへ

併せて登録させていただきます。今回の地域プラットフォームに関するご連絡・運営、および今後開催する地域 

プラットフォームのご案内に使用し、ご本人の承諾がない限り、その他目的以外の使用、並びに運営者以外の

第三者へ提供することはありません。 

【Zoom参加の場合、下記にご回答ください。】 

Zoomの利用環境

について 

1. マイク及びビデオ使用可  2. マイクのみ使用可 

3. ビデオのみ使用可 
4. マイク及びビデオ使用不可 

 （傍聴のみ） 

※個別相談をご希望の場合、ご相談したい内容を事前にご記載ください（講師に事前共有させていただきます） 

ご相談 

内容 

 

  


